
横須賀市　在宅医療・介護連携推進事業　ロジックモデル（令和６年度作成）

　　在宅療養シンポジウム
　　（H30年度まで実施）
　　地域包括ケアフォーラム
　　（R01年度のみ実施）

　　多職種合同研修会（R03まで実施）

　　よこすかエチケット集

　　在宅療養ガイドブック
　　Vol.1、Vol.2

　　横須賀版リビング・ウィル

　　街角在宅医療講座

　　病院長会議
　　（R05年度まで実施）

　　医師のための在宅医療セミナー

　　よこすかリンクパスポートの
　　作成・増刷

　　在宅医療連携ミーティングの開催

　　在宅療養ハンドブックの作成・増刷

　　ブロック内多職種合同研修会の実施

　　ブロック内の在宅医サポート体制
　　の構築

初期アウトカム
（アウトプットによる変化・効果）

市民啓発イベント（映画上映会）
（令和６年度新規事業）

108

地域ケア会議及び
在宅療養連携会議

　　介護職向けセミナー（ケアマネセミ
　　ナー、ヘルパーセミナー）
　　　※ヘルパーセミナーは健康福祉
　　　　財団が実施

　　在宅患者情報共有システム
　　（かもめネット）の管理運営、普及
　　および運用

在宅療養センター連協拠点事業

在宅医療・救急医療連携検討会

101

102

103

109 まちづくり出前トーク

病院在宅療養出前セミナー106

107 多職種連携セミナー

【資料３別紙】

在宅療養ブロック連携拠点事業

104

105 在宅医同行研修

最終アウトカム
(地域の目指す姿)

【②入退院支援】
入退院の際に、医療機関、
介護事業所等が協働・情報
共有を行うことで、一体的
でスムーズな医療・介護
サービスが提供され、医療
と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、希望す
る場所で望む日常生活が
過ごせるようにする。

【③急変時の対応】
医療・介護・消防（救急）が
円滑に連携することに
よって、在宅で療養生活を
送る医療と介護の両方を
必要とする状態の高齢者
の急変時にも、本人の意思
も尊重された対応を踏ま
えた適切な対応が行われ
るようにする。

【④看取り】
地域の住民が在宅での看
取り等について十分に認
識・理解をした上で、医療
と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、人生の
最終段階における望む場
所での看取りを行えるよ
うに、医療・看護関係者が、
対象者本人（意思が示せな
い場合は、家族）と人生の
最終段階における意思を
共有し、それを実現できる
ように支援する。
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【①日常の療養支援】
医療・介護関係者の多職種
協働によって患者・利用
者・家族の日常の療養生活
を支援することで、医療と
介護の両方を必要とする
状態の高齢者が住み慣れ
た場所で生活が出来るよ
うにする。

アウトプット
（事業の取り組み）

多職種連携
（多職種の顔の見える
関係づくり）が進む

多職種の人材育成
（スキルアップ）が

進む

市民啓発が進む

中間アウトカム
（４つの場面に着目した目指す姿）


